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水質事故等の発生状況 

水質事故等の発生状況 

 

平成 29年に近畿地方整備局管内で確認された水質事故等は 42件。 

 

平成 29年の確認件数は 42件であった。 

水系別では淀川水系の確認件数が 20件で最多であり、事故の種類別では油類によるものが多く、原

因別では工場等での操作ミスが多い。また、近畿全体の事故確認件数は、平成 18年をピークに平成 24

年までは概ね減少傾向にあり、それ以降は大きな変化はない。 
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平成 29年事故「種類」「原因」別割合 

平成 29年『原因』別割合 平成 29年『種類』別割合 

油類の流出
86%

化学物質の流出

5% 不明

9%

工場等での操作ミス
3%

機械の故障
12%

交通事故
22%

不法投棄

2%

その他

14%

原因不明
45%

自然災害
2%


